
「津波は逃げるが勝ち！」揺れてから、
５分で逃げれば被災者０

ゼロ
！

１-2016

迎
春

皆さんの成功を
願っています



❷

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

市長

岩田 昭人

　

尾
鷲
市
創
生
に
む
け
て

市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
各
自
治
体
の
特
性
を
活
か
し
た
自
律
的
で
持
続
的
な
地
域
社
会
の
創
生
に
取
り
組
む
こ
と
を
求
め
た

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
制
定
さ
れ
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、「
安
定
し
た
雇
用
を
創
出
す
る
」「
新
し
い

ひ
と
の
流
れ
を
つ
く
る
」「
若
い
世
代
の
結
婚
・
出
産
・
子
育
て
の
希
望
を
か
な
え
る
」「
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く

り
、
安
心
な
く
ら
し
を
守
る
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る
」
を
基
本
目
標
に
し
た
「
尾
鷲
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
し
、
人
口
減
少
対
策
や
定
住
移
住
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
で
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
、
尾
鷲
子
育
て
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
各
地
域
で
開
催
し
、
意
見
を
お

聞
き
し
て
お
り
ま
す
。「
お
せ
っ
か
い
」
が
尾
鷲
の
魅
力
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
提
案
が
あ
り
、
子
育
て
す
る
な
か
で

「
尾
鷲
お
せ
っ
か
い
隊
」
が
生
ま
れ
動
き
だ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

子
供
た
ち
は
「
次
代
を
担
う
お
わ
せ
人
」
と
し
て
地
域
の
宝
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
子
供
た
ち
の
命
を
守
る
た
め
保
育

所
整
備
も
進
め
て
お
り
、
今
年
度
中
に
は
矢
浜
保
育
園
が
完
成
し
、
来
年
度
に
は
尾
鷲
第
三
保
育
園
の
移
転
を
実
施
し

て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
エ
リ
ア
ワ
ン
セ
グ
放
送
の
受
信
端
末
が
今
年
度
中
に
全
世
帯
へ
の
配
布
が
完
了
し
、
災
害
時
の
情
報
伝
達
は

も
ち
ろ
ん
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
議
会
放
送
と
と
も
に
行
政
情
報
の
提
供
も
行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
老
朽
化
が
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た
南
輪
内
セ
ン
タ
ー
も
新
築
移
転
し
、
３
月
中
に
は
業
務
を
開
始
予
定

で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
は
曽
根
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
南
輪
内
地
区
の
住
民
の
皆
様
に
は
、
親
し
み

を
持
っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
年
の
５
月
26
・
27
日
に
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
三
重
県
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
が
、
本
市
も
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
の
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
使
用
な
ど
、
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る

た
め
、
ど
ん
ど
ん
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

第
６
次
尾
鷲
市
総
合
計
画
の
将
来
都
市
像
「
共
に
創
り 

未
来
に
つ
な
ぐ 

誇
れ
る
ま
ち
お
わ
せ
」
の
も
と
、
本
年
も

市
民
の
皆
様
と
一
緒
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。



❸

謹んで新年のご挨拶を申し上げます

市議会議長

村田 幸隆

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
穏
や
か
に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
事
と
存
じ
、
謹
ん
で
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
市
政
推
進
に
当
た
り
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
に
於
け
る
人
口
問
題
が
大
き
な
課
題
と
な
り
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
い
う
言
葉
が
各
地
方
自
治
体
に

衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
国
に
於
い
て
は
、
魅
力
あ
る
地
域
形
成
を
推
進
目
的
と
し
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
所

謂
、
地
方
創
生
法
を
成
立
さ
せ
、
昨
年
を
地
方
創
生
元
年
と
位
置
付
け
、
様
々
な
政
策
が
展
開
さ
れ
、
本
市
に
於
い
て

も
尾
鷲
市
版
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
成
総
合
戦
略
」
が
昨
年
末
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
会
と
し
て
も
、
本
市
が
よ
り
魅
力
的
な
ま
ち
と
し
て
「
選
ば
れ
る
自
治
体
」
と
な
り
得
る
指
針
と
な
る
様
、
地

方
創
生
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
各
議
員
の
提
案
を
取
り
ま
と
め
市
長
に
政
策
提
案
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
政
策
提
案
は
、
国
の
進
め
る
地
方
創
生
ソ
フ
ト
事
業
に
可
能
な
限
り
リ
ン
ク
さ
せ
推
進
す
る
と
と
も
に
、

一
方
で
は
、
市
独
自
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
策
を
立
ち
上
げ
市
の
将
来
活
性
策
の
核
作
り
を
目
的
に
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
後
は
、
市
長
の
政
策
と
議
会
の
政
策
提
案
を
融
合
さ
せ
、
生
き
残
っ
て
い
け
る
自
治
体
作
り
に
精
根
を
傾
注
さ

せ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
に
向
け
た
対
策
や
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
に
よ
る
大
規
模
災
害
対
策
等
、
直
面
し
て
い
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
に
向
け
た
対
策
実
現
の
た
め
、
二
元
代
表
制
の
も
と
更
な
る
議
論
を
重
ね
的
確
な
議
会
運
営
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
に
は
よ
り
一
層
の
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
市
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
幾
重
に
も
至
福
の
喜
び
の
訪
れ
を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
し
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。



❹

平成 27 年度人権ポスター入賞作品

～考えよう 相手の気持ち 育てよう 思いやりの心～
　人権とは、人が人らしく幸福に生きていくために最低限必要な権利であり、誰もが生
まれながらにして持っていて、誰からも侵されることのない大切なものです。
　21 世紀は「 人権の世紀 」と言われています。人権問題と一言でいってもさまざまな問
題があり、解決すべき重要課題として、女性・子ども・高齢者・障がい者・部落・アイヌ・外
国人・ＨＩＶ感染者・刑を終えて出所した人などへの差別が挙げられます。
　これらの人権問題を解決するため、一人ひとりが、家庭・学校・職場・地域社会など、身
近なところからお互いの人権を尊重し合い、あらゆる差別のない明るい社会の実現を目
指しましょう。

相談・お問い合わせ　市民サービス課　☎�８２５０

尾鷲中学校 1 年
戸
と ざ わ

澤 拓
た く み

海さん

尾鷲中学校１年
堀
ほ っ た

田 彩
あ み ゆ

美悠さん

尾鷲中学校１年
更
さ ら や

屋 歩
あ ゆ む

夢さん

尾鷲小学校６年
山
やましろ

城 安
あ ん な

那さん

尾鷲中学校１年
森
もり

 叶
かなみ

さん

東紀州くろしお学園
おわせ分校高等部３年
世
せ こ

古 慎
し ん ご

吾さん

尾鷲中学校 1 年
内
うちやま

山 奈
な つ み

津美さん

三木里小学校１年
片
かたおか

岡 美
み わ

和さん



❺

みんなで築こう人権の世紀

人
権
擁
護
委
員
の
活
動

平成 27 年度
人権標語入選作品

　
人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
擁
護
委
員
法
に

よ
っ
て
、法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
す
。

　
尾
鷲
市
で
も
、熊
野
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
尾
鷲
地
区
部
会
と
し
て
、７
人
の
人
権
擁

護
委
員
が
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
人
権
相
談

を
受
け
て
、問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た

り
、法
務
局
職
員
と
協
力
し
て
、人
権
侵
害

に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
す
る
等
、人
権
思

想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め
様
々
な
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

部
会
に
は
、男
女
共
同
参
画
推
進
・
高
齢

者
障
が
い
者
人
権
・
子
ど
も
人
権
の
３
つ
の

専
門
部
会
が
あ
り
、毎
年
、計
画
を
立
て
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、10
月
に
賀
田
小
学
校
で

の
講
話
等
に
よ
る
人
権
教
室
を
実
施
し
、11

月
に
は
、市
内
の
施
設
な
ど
を
訪
問
し
て
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、12
月
の
人
権
週
間（
４
～
10
日
）

に
併
せ
て
、市
内
の
保
育
園
で
人
権
教
室
や

紙
芝
居
・
寸
劇
等
に
よ
る
人
権
週
間
啓
発
活

動
を
実
施
し
ま
し
た
。こ
の
人
権
週
間
中
の

７
日
㈪
に
は
、市
内
の
ス
ー
パ
ー
店
頭
で
啓

発
物
資
の
配
布
や
、広
報
車
に
よ
る
巡
回
に

加
え
、特
設
人
権
相
談
所
を
設
け
て
集
中
的

に
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

●
常
設
人
権
相
談
所

津
地
方
法
務
局
熊
野
支
局

　
☎
０
５
９
７・８
５・２
３
１
０

がんばって
がっこうにきてよかった

たのしいな
尾鷲小学校１年　吉

よしざわ
澤 湊

そ う た
太さん

みんながね
わらうとぼくも

わらうんだ
尾鷲小学校１年　和

わ だ
田 陽

ひなた
さん

いじめして
そんする人は

じぶんだよ
尾鷲小学校２年　吉

よしざわ
澤 こはるさん

ぼくはしないよ
ひとのいやがることを

三木里小学校１年　西
にしかわ

川 魁
か い と

人さん

ゆるさない　わるぐち
いじめ　ぜったいに

三木里小学校１年　齋
さ い だ

田 芳
よ し か

佳さん

なくそうよ
いじめでかなしむ

ともだちを
三木里小学校１年　片

かたおか
岡 美

み わ
和さん

いいところ
大事にしよう

おたがいの
三木里小学校３年　齋

さ い だ
田 静

し ず か
香さん

悪口は
心にささる

深いきず
尾鷲小学校５年　小

こ じ ま
島 三

み な
奈さん

手をとろう
ほらつながった

みんなの和
尾鷲小学校５年　西

にし
 杏

あ ん な
奈さん

考えて
自分がされたら

言われたら
賀田小学校６年　近

こんどう
藤 摩

ま ゆ き
侑さん

他人事、見捨てていくの ?
本当に ?

東紀州くろしお学園おわせ分校
高等部１年　戸

と ざ わ
澤 樹

いつき
さん



❻

65 歳以上の高齢者予防接種
■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン

接
種
期
間

～
１
月
30
日
㈯

対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

①
接
種
日
に
満
65
歳
以
上

の
人　

②
予
防
接
種
施
行
令
で
定

め
る
60
歳
～
64
歳
の
人

（
注
）

接
種
回
数　
１
回

自
己
負
担
金

１
、５
０
０
円

（
生
活
保
護
者
は
無
料
）

■
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

接
種
期
間

～
３
月
31
日
㈭

対
象
者

市
内
に
住
所
を
有
す
る
、

①
下
表
の
生
年
月
日
の
人

②
予
防
接
種
施
行
令
で
定

め
る
60
歳
～
64
歳
の
人

（
注
）

※
こ
れ
ま
で
に
市
の
任
意
接
種

助
成
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

接
種
回
数　
生
涯
に
１
回

自
己
負
担
金

３
、０
０
０
円

（
生
活
保
護
者
は
無
料
）

（
注
）心

臓
、腎
臓
、ま
た
は
呼
吸
器

の
機
能
に
自
己
の
身
辺
の
日

常
生
活
活
動
が
極
度
に
制
限

さ
れ
る
程
度
の
障
害
を
有
す

る
者
及
び
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
の
機
能

に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不

可
能
な
程
度
の
障
害
を
有
す

る
者

お
問
い
合
わ
せ

　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

　
左
記
の
予
防
接
種
を
、市
内
と
紀
北
町
の
実
施
受
託
医
療
機
関
で
接
種

で
き
ま
す
。接
種
を
希
望
す
る
人
は
、期
間
内
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

年齢 生年月日
65 歳 昭和 25 年 4 月 2 日～昭和 26 年 4 月 1 日
70 歳 昭和 20 年 4 月 2 日～昭和 21 年 4 月 1 日
75 歳 昭和 15 年 4 月 2 日～昭和 16 年 4 月 1 日
80 歳 昭和 10 年 4 月 2 日～昭和 11 年 4 月 1 日
85 歳 昭和　5 年 4 月 2 日～昭和　6 年 4 月 1 日
90 歳 大正 14 年 4 月 2 日～大正 15 年 4 月 1 日
95 歳 大正　9 年 4 月 2 日～大正 10 年 4 月 1 日

100 歳 大正　4 年 4 月 2 日～大正　5 年 4 月 1 日

医療費と介護の自己負担額が高額になったら
　
平
成
26
年
８
月
か
ら
平
成
27
年
７
月
ま
で
に
支
払
っ
た
国
民
健
康
保
険
、ま
た
は
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
及
び
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
額
が
、次
の
基
準
を
超
え

た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、計
算
結
果
が
５
０
０
円
以
下
と
な
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆支給要件【70 歳以上の人】

所得区分 所得要件 国保・後期 + 介護保険

現役並み所得者 課税所得 1,450,000 円以上 670,000 円
一般 課税所得 1,450,000 円未満（※ 1） 560,000 円

低所得Ⅱ 住民税非課税世帯 310,000 円

低所得Ⅰ
住民税非課税世帯うち、すべての世帯員の各所得が
０円となる人。
公的年金等控除額 800,000 円として計算

190,000 円
（※２）310,000 円

( ※ 1）旧ただし書き所得の合計金額が 2,100,000 円以下の場合も含む
( ※ 2）低所得Ⅰの所得区分に相当する世帯で、複数の者が介護サービスを利用する場合

◆支給要件【70 歳未満の人】

所得区分 所得要件 国保 + 介護保険
（70 歳未満を含む）

上位所得者
旧ただし書き所得 9,010,000 円超 1,760,000 円
旧ただし書き所得 6,000,000 円超 9,010,000 円以下 1,350,000 円

一般
旧ただし書き所得 2,100,000 円超 6,000,000 円以下 670,000 円
旧ただし書き所得 2,100,000 円以下 630,000 円

低所得者 住民税非課税 340,000 円
※旧ただし書き所得＝総所得金額等から基礎控除額を差し引いた額
●国民健康保険や後期高齢者医療制度の被保険者で支給対象となる人には、１月にお知らせする予定
　です。 お問い合わせ　市民サービス課　☎�８１９３



❼

高等職業訓練促進給付金制度
　
養
成
機
関
に
受
講
し
て
い
る
一
人
親
家
庭
の
父
、ま

た
は
母
に
、
生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
」と
、受
講
終
了
後

に「
修
了
支
援
給
付
金
」を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

■
対
象
と
な
る
資
格

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
、
保

育
士
、
理
学
療
法
士
、
作
業

療
法
士

■
支
給
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
20

歳
未
満
の
子
供
を
養
育
し
て

い
る
一
人
親
家
庭
の
父
、ま
た

は
母
で
、次
の
要
件
を
全
て
満

た
し
て
い
る
人
。

①
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を

受
け
て
い
る
か
、同
等
の
所

得
水
準
に
あ
る
こ
と
。

②
対
象
資
格
を
取
得
す
る
た

め
、養
成
機
関
に
お
い
て
２

年
以
上
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

を
修
業
し
、対
象
資
格
の
取

得
が
見
込
ま
れ
る
者
で
あ

る
こ
と
。

③
就
業
、ま
た
は
育
児
と
修
業

と
の
両
立
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
者
で
あ
る

こ
と
。

④
過
去
に
こ
の
給
付
金
の
支

給
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

こ
と
。

■
支
給
額

非
課
税
世
帯

①
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金

月
額
１
０
０
、０
０
０
円

②
修
了
支
援
給
付
金

　
５
０
、０
０
０
円

課
税
世
帯

①
高
等
職
業
訓
練
促
進
給

付
金

月
額　
７
０
、５
０
０
円

②
修
了
支
援
給
付
金

　
２
５
、０
０
０
円

■
支
給
期
間

①
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付

金
対
象
養
成
機
関
に
修
業

す
る
、全
期
間
の
上
限
２
年

②
修
了
支
援
給
付
金

修
了
日
を
経
過
し
た
日
以

後
に
支
給
し
ま
す
。

■
申
請
手
続

　

受
講
す
る
前
に
手
続
き
が

必
要
で
す
。支
給
を
希
望
す
る

場
合
は
、必
ず
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

福
祉
保
健
課　
☎
�
８
２
０
２

詐欺

お問い合わせ　尾鷲市老人クラブ連合会　☎�７９４１

日頃からお子さんやお孫さんと連絡をとる
ことで、詐欺被害を防ぐことができます。

【見守りサポーター養成講座】
尾鷲市老人クラブ連合会は、県内モデル
市老連に選ばれ、見守りサポーター養成
を行いました。

　特殊詐欺などの消費者被害で、高齢者
が被害を受けることが増え、大きな社会
問題になっています。巧妙な手口や組織
的犯罪が広がっている今、被害防止に向
けた対策が急務となっています。
　そこで、老人クラブ連合会では、見守り
サポーターを設置し、情報提供や見守り、
声かけなど、高齢者が主体となった取り
組みが行われ、民生委員児童委員協議会、
自治会連合会、連合婦人会、社会福祉協議
会、市などが連携して被害防止を目指し
ています。



　
総
合
的
・
計
画
的
に
行
政
運
営

を
行
う
た
め
に
、ま
ち
づ
く
り
の

将
来
像
を
掲
げ
進
む
べ
き
方
向

性
を
決
め
、こ
れ
ら
を
達
成
す
る

た
め
に
施
策
を
明
ら
か
に
す
る

の
が
総
合
計
画
で
す
。こ
の
総
合

計
画
は「
基
本
構
想
」が
10
年
、

「
基
本
計
画
」が
５
年
ご
と
に
更

新
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、

平
成
29
年
度
か
ら
平
成
33
年
度

ま
で
の「
後
期
基
本
計
画
」を
策

定
し
ま
す
。

  

市
で
は
、前
期
基
本
計
画
の
評

価
を
踏
ま
え
た
後
期
基
本
計
画
案

の
策
定
を
行
い
ま
す
が
、皆
さ
ん

の
意
見
を
反
映
し
た
計
画
と
す
る

た
め
、「
尾
鷲
市
総
合
計
画
審
議

会
」を
設
置
し
、市
民
の
皆
さ
ん

に
ぜ
ひ
、参
画
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

  

次
の
と
お
り
、参
画
し
て
い
た

だ
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

◆
資
格

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
、市
内

に
勤
務
す
る
18
歳
以
上
の
人

◆
定
員　
５
人

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、抽
選

と
な
り
ま
す
。

◆
申
込

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

応
募
用
紙
、ま
た
は
、市
長
公

室
で
配
布
す
る
応
募
用
紙
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
期
限

　
１
月
21
日
㈭
必
着

申
込・お
問
い
合
わ
せ

  

市
長
公
室　
☎
�
８
１
３
４

◆
募
集
期
間

１
月
15
日
㈮
～
３
月
10
日
㈭

◆
資
格

本
人
ま
た
は
生
計
を
一
に
す

る
家
族
が
市
内
に
生
活
の
本

拠
を
有
し
て
い
る
こ
と

◆
区
分
と
貸
与
額

①
大
学
生
・
短
大
生
・
専
修
学

校
生

月
額　
２
５
、０
０
０
円　

②
高
等
専
門
学
校
生

月
額　
１
５
、０
０
０
円　

③
高
等
学
校
生

月
額　
１
０
、０
０
０
円　

※
年
３
回
に
分
け
て
貸
与
し

ま
す
。

※
償
還
方
法
な
ど（
免
除
制
度
）

は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
教
育
総
務
課
☎
�
８
２
９
１

　

紀
北
広
域
連
合
で
は
、看
護

師
、准
看
護
師
、ま
た
は
保
健
師

１
人
を
再
募
集
し
ま
す
。

◆
第
１
次
試
験
実
施
日

１
月
31
日
㈰

◆
応
募
期
間

１
月
４
日
㈪
～
18
日
㈪

◆
採
用
予
定
日

平
成
28
年
４
月
１
日

※
詳
し
く
は
、左
記
の
と
こ
ろ
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

書
類
提
出
先・お
問
い
合
わ
せ

紀
北
広
域
連
合
総
務
企
画
係

〒
５
１
９・３
４
０
５

北
牟
婁
郡
紀
北
町
海
山
区
船

津
８
８
１・３☎

�
０
８
８
８

　
平
成
28
年
度
の
ま
ち
の
駅
新
規

加
入
募
集
を
行
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
尾
鷲

で
は
、お
わ
せ
棒
食
べ
歩
き
イ
ベ

ン
ト
な
ど
、来
訪
者
の
ま
ち
な
か

回
遊
と
滞
在
を
促
し
、地
域
活
性

化
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。お
も
て
な
し
の
心
が

あ
れ
ば
、商
店
や
飲
食
店
、そ
の

他
神
社
仏
閣
や
事
業
所
な
ど
も
ま

ち
の
駅
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
ま
ち
の
駅
と
は
？

①
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
、

旬
の
情
報
や
地
元
な
ら
で

は
の
情
報
を
発
信
す
る
ま

ち
の
案
内
所

②
地
域
の
人
と
来
訪
者
と
の

出
会
い
や
交
流
の
場
や
地

元
の
住
民
同
士
が
集
え
る

寄
り
合
い
処

③
誰
も
が
ト
イ
レ
の
利
用
や

無
料
休
憩
で
き
る
ま
ち
の

休
憩
所

◆
募
集
駅
数

　
10
駅
程
度

◆
募
集
期
間

１
月
４
日
㈪
～
１
月
15
日
㈮

◆
応
募
方
法

　
応
募
用
紙（
水
産
商
工
食
の

ま
ち
課
、尾
鷲
観
光
物
産
協
会

に
備
え
付
け
、ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）に
必
要
事

項
を
記
入
し
て
尾
鷲
観
光
物

産
協
会
へ
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

水
産
商
工
食
の
ま
ち
課

☎
�
８
２
２
３

尾
鷲
観
光
物
産
協
会

☎
�
８
２
６
１

　
マ
イ
箸（
福
取
箸
）を
作
り
ま

せ
ん
か
。

◆
定
員　
20
人

◆
実
施
日
時

１
月
30
日
㈯

午
前
９
時
30
分
～
正
午

◆
場
所　
中
央
公
民
館

◆
参
加
費

材
料
費　
３
０
０
円

◆
準
備
物

汚
れ
て
も
よ
い
服
装
、タ
オ
ル

◆
申
込

　

事
前
に
、左
記
の
と
こ
ろ

ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
限

１
月
28
日
㈭

（
た
だ
し
、定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
ま
す
。）

申
込・お
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館

　
☎
�
０
０
０
１

❽

平
成
28
年
度

奨
学
金
貸
与
者
募
集

尾
鷲
市
総
合
計
画

審
議
会
委
員
募
集

ま
ち
の
駅 
募
集

公
民
館
マ
イ
箸
づ
く
り 

参
加
者
募
集

募 集

紀
北
広
域
連
合

正
規
職
員
再
募
集



❾

国民年金基金について
　国民年金基金は国民年金ではなく、国民年金に上乗せする公的な個人年金です。自営業やフリーランスで働い
ている 20 歳以上 60 歳未満の国民年金第１号被保険者の人が対象で、自分の予算に合せて設計して、将来受け取
る年金を確実に増やすことができます。
メリット
　①　掛金は全額所得控除となり、節税ができてお得になります。
　②　掛金は自分で自由に選択できます。
　③　終身年金が基本で、掛金額は選択した給付の型と加入口数によって決まります。
　④　不幸にして本人が死亡した場合、保障期間内であれば遺族一時金が支払われます。
上記のほか、非課税で 60 歳以上 65 歳未満の国民年金に任意加入している人も加入できるようになりました。
詳しくは、お問い合わせください。

お問い合わせ　三重県国民年金基金　☎０１２０・２９１・２８４

　
通
知
カ
ー
ド
が
お
手
元
に
届
き

ま
し
た
か
？

　
通
知
カ
ー
ド
の
発
送
が
、国
の

当
初
の
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
た

こ
と
も
あ
り
、ご
心
配
を
お
か
け

し
て
い
ま
す
。

　
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
人
の

通
知
カ
ー
ド
は
、郵
便
局
か
ら
市

に
返
却
さ
れ
て
お
り
、返
却
後
３

カ
月
間
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
保

管
し
て
い
ま
す
。15
歳
以
上
の
同

一
世
帯
の
人
で
あ
れ
ば
、ど
な
た

で
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
お
受

け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
課
で
受
け
取

る
場
合
は
、本
人
確
認
が
で
き
る

運
転
免
許
証・パ
ス
ポ
ー
ト・住
基

カ
ー
ド
な
ど
の
顔
写
真
付
き
公
官

庁
発
行
の
も
の
な
ら
１
種
類
、若

し
く
は
健
康
保
険
証・介
護
保
険

証・
年
金
証
書
な
ど
顔
写
真
の
付

い
て
い
な
い
も
の
な
ら
い
ず
れ
か

２
種
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、代
理
人
が
受
け
取
る
場

合
は
、委
任
状（
委
任
す
る
意
思

が
確
認
で
き
な
い
場
合
は
、事
前

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。）や
代

理
人
の
本
人
確
認
書
類（
本
受
け

取
り
の
場
合
と
同
じ
も
の
）が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
、注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

　
受
け
取
っ
た
通
知
カ
ー
ド
は
、

住
民
登
録
し
て
い
る
世
帯
全
員
分

の
も
の
で
す
の
で
、住
民
登
録
を

変
更
し
て
い
な
い
場
合（
例
え
ば

単
身
赴
任
や
学
生
な
ど
）に
つ
い

て
は
、本
人
に
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
は
、通
知

カ
ー
ド
と
違
い
、任
意
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
カ
ー
ド
で
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
表
面
は
、

写
真
が
付
い
て
い
ま
す
の
で
本
人

確
認
書
類
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。個
人
番
号
カ
ー
ド

の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、通

知
カ
ー
ド
の
下
の
部
分
が
申
請

書
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、通
知

カ
ー
ド
と
切
り
離
し
て
、申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、同
封
の

封
筒
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
交
付
開
始
時
期
は
、１
月
か
ら

で
す
が
、全
国
か
ら
交
付
申
請
が

殺
到
し
た
場
合
、交
付
が
遅
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
了

承
く
だ
さ
い
。

　
交
付
す
る
時
は
、通
知
カ
ー
ド

と
引
き
換
え
に
な
り
ま
す
の
で
、

本
人
確
認
の
書
類
と
と
も
に
通
知

カ
ー
ド（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
人
は
、住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
も
）を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
現
在
、住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
人
は
、カ
ー
ド
の

有
効
期
限
ま
で
利
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、１
月
か
ら
更
新
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
に
切
り
替
え

る
場
合
は
、通
知
カ
ー
ド
と
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
も
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

　
公
的
個
人
認
証
を
利
用
す
る
人

は
、そ
の
電
子
証
明
の
期
限
が
来

る
ま
で
は
、現
状
の
も
の
を
利
用

で
き
ま
す
が
、平
成
27
年
12
月
22

日
以
降
は
更
新
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。今
後
、利
用
す
る
場
合

は
個
人
番
号
カ
ー
ド
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　
た
だ
し
、先
に
記
述
し
た
個
人

番
号
カ
ー
ド
は
１
月
か
ら
の
交
付

で
す
の
で
、申
告
時
期
ま
で
に
個

人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
で
き
な

い
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
の
電
子
証
明
の
期
限
に

よ
っ
て
は
使
用
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、確
認
し
て
早
め

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

市
民
サ
ー
ビ
ス
課☎

�
８
１
６
１

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー（
無
料
）

☎
０
１
２
０・９
５・０
１
７
８

お
知
ら
せ
し
ま
す  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
と
き
は

個
人
番
号
カ
ー
ド
を

申
請
す
る
と
き
は

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

を
持
っ
て
い
る
場
合



軽自動車税の税額が変わります
軽自動車税は、毎年４月１日現在に軽自動車等を所有している人に課税されます。
廃車や名義変更の手続きは早めに行ってください。

地方税法の改正に伴い、平成 28 年度から軽自動車税の税額が次のように変わります。

原動機付自転車及び二輪車

車種区分
年税額

現行
平成 27 年度まで

改正後
平成 28 年度から

原動機付自転車

  50cc 以下 1,000 円 2,000 円
  50cc 超～　90cc 以下 1,200 円 2,000 円
  90cc 超～ 125cc 以下 1,600 円 2,400 円
ミニカー 2,500 円 3,700 円

二輪の軽自動車 125cc 超～ 250cc 以下 2,400 円 3,600 円
二輪の小型自動車 250cc 超 4,000 円 6,000 円

※小型特殊自動車の税率改正はありません。

三輪及び四輪以上の軽自動車
　最初の新規検査（※１）を基準とし、受けた時期により適用される税額が異なります。ただし、平成 27 年４月１日か
ら平成 28 年３月 31 日までに新規検査を受けた、一定の性能基準に達した三輪以上の軽自動車については、その燃費
性能に応じたグリーン化特例により、平成 28 年度分に限り軽自動車税の軽減が適用されます。

※１ 新規検査とは、自動車検査証に記載されている「初度検査年月」です。

車種区分

年税額
（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）

平 成 27 年 3
月 31 日以前
に、最初の新
規検査をした
車両

平 成 27 年 ４
月1日以後に、
最初の新規検
査をした車両
( 新税率 )

最初の新規検
査から 13 年
を経過した車
両

グリーン化特例
( 平成 28 年度分に限る )

約 75％
軽減

約 50％
軽減

約 25％
軽減

軽自動車

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円 1,000 円 2,000 円 3,000 円

四輪以上
乗用

自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円 2,700 円 5,400 円 8,100 円
営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円 1,300 円 2,500 円 3,800 円
営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円 1,000 円 1,900 円 2,900 円

お問い合わせ　税務課　☎�８１７１

グリーン化特例の対象車
（エ）電気自動車・天然ガス軽自動車（平成 21 年排出ガス 10％低減）
（オ）乗用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準＋20％達成車

貨物：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準＋35％達成車
（カ）乗用：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 32 年度燃費基準達成車

貨物：平成 17 年排出ガス基準 75％低減達成かつ平成 27 年度燃費基準＋15％達成車
※（オ）（カ）については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。
※ 燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

（ア）平成 27 年３月 31 日までに最初の新規検査を受けた車両は税額が変わりません。ただし、最初の新規検査から
13 年を経過した車両は平成 28 年度から（ウ）が適用されます。

（イ）平成 27 年４月 1 日以後に最初の新規検査を受けた車両は新税率が適用されます。
（ウ）平成 28 年度に対象となるのは、平成 14 年 12 月以前の車両です。（自動車検査証に記載されている「初度検査

年月が平成 14 年以前」の車両です。）ただし、電気・天然ガス・メタノール・混合メタノール・ガソリン電力併用の
軽自動車及び被けん引車を除きます。

❿



　

マ
イ
は
し
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会
で

は
、次
の
と
お
り
、尾
鷲
ヒ
ノ
キ
マ
イ
は
し

コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。

◆
展
示
期
間

２
月
12
日
㈮
～
15
日
㈪

午
前
９
時
～
午
後
９
時

※
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

◆
表
彰
式

　
２
月
14
日
㈰
午
前
10
時
～

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
資
格

小
学
生
以
上（
は
し
製
作
そ
の
ほ
か
類
似

品
製
作
を
生
業
と
し
て
い
な
い
人
）

◆
部
門

①
小
学
生
の
部
、②
中
学
生
の
部
、③
高

校
生
の
部
、④
一
般
の
部

◆
提
出
期
間

１
月
12
日
㈫
～
26
日
㈫
午
後
５
時

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

　
中
央
公
民
館
で
は
次
の
と
お
り
文
化
祭

を
開
催
し
ま
す
。

　

講
座
や
サ
ー
ク
ル
に
参
加
し
て
い
る

皆
さ
ん
の
日
頃
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

◆
日
時

１
月
22
日
㈮
～
24
日
㈰

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
23
日
㈯
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時

ま
で
、茶
会
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

※
24
日
㈰
は
午
後
４
時
ま
で

◆
場
所

中
央
公
民
館

◆
出
品
作
品

ア
ト
リ
エ・
フ
ラ
ワ
ー
、絵
画
、書
道
、書

道
か
な
、墨
絵
、パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、筆
ペ

ン
、写
真
、俳
句
な
ど

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
中
央
公
民
館　
☎
�
０
０
０
１

　
福
祉
や
介
護
の
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
を

対
象
に
就
職
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

２
月
７
日
㈰　
午
後
１
時
～
３
時
30
分

◆
場
所

三
重
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

津
市
一
身
田
上
津
部
田
１
２
３
４

◆
対
象

福
祉
や
介
護
の
職
場
に
就
職
希
望
、
ま

た
は
関
心
の
あ
る
学
生
や
一
般
の
人

※
託
児
室
あ
り（
２
月
２
日
㈫
ま
で
に

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。）

申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
５
９・２
２
７・５
１
６
０

⓫

　
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、
市
の
施
策
な
ど
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
提
案
を
お
寄
せ
い
た
だ
く
た

め
、「
市
長
へ
の
手
紙
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
手
紙
は
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
、
ご
意
見
ご
提
案
を
受
付
け
て
い
ま
す
。

★
ご
留
意
点

　
①
市
政
に
関
す
る
こ
と
に
限
り
ま
す
。

　
②
回
答
を
し
ま
す
の
で
、
住
所
・
氏
名
な
ど
を
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。

　
③
差
出
有
効
期
間
は
平
成
28
年
１
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
。

　
　
そ
れ
以
降
に
投
か
ん
さ
れ
た
も
の
は
、差
出
人
に
戻
さ
れ
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ　
市
長
公
室　
☎
�
８
１
３
２

市
政
に
ご
意
見
・
ご
提
案
を

「
市
長
へ
の
手
紙
」

 

0523
差出有効期限
平成 28 年１月
31日まで
切手はいりませ
ん。

5 1 9 3 6 9 6

第
５
回
尾
鷲
ヒ
ノ
キ
マ
イ
は
し

コ
ン
テ
ス
ト

中
央
公
民
館
文
化
祭

福
祉
・
介
護
の
就
職
フ
ェ
ア



⓬

住 　 所　　　　　　　　　　　　　　

氏 　 名　　　　　　　　　　（男・女）

電話番号　　　　　　　　 年齢　　　
ご意見・ご提案

平成 27年度　紀北教育文化事業

音楽の祭典
～心に響く名曲コンサート～
　紀北教育会館では、例年「地域に開かれた会館づくり」
として、地域の方々に文化的事業を提供していくことを趣
旨とした教育文化事業を開催しています。
　本年度は、ソプラノ歌手の大場望さん、テノール歌手・
ヴァイオリニストの山中雅博さん、ピアニストの冬廣万美
子さんをお迎えして音楽コンサートを行います。
　心に響く名曲の数々をお楽しみいただけますので、ぜ
ひ、ご来場ください。

◆日　時　１月 23 日㈯
午後１時開場　午後１時 30 分開演

◆場　所　紀北教育会館ホール（紀北町海山区相賀）
◆入場料　無料
◆申　込　不要
◆駐車場　紀北教育会館前、多目的広場

お問い合わせ
　紀北教育文化事業事務局紀北教育研究所

☎�３５００

宮
西
達
也 

読
み
聞
か
せ
講
演
会

と
子
育
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

本
読
み
子
育
て
推
進
事
業

◆
日
時

１
月
23
日
㈯　
午
後
２
時
～
４
時　

◆
場
所

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

幼
児（
親
子
で
）～
大
人
ま
で 

１
０
０
人

１
月
23
日
㈯
・24
日
㈰
開
催

　
絵
本「
お
と
う
さ
ん
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
」で
知
ら
れ
て
い
る
絵
本
作
家

の
宮
西
達
也
さ
ん
の
読
み
聞
か
せ
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。幼
児
か
ら

大
人
ま
で
、ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。　

　
翌
日
に
は
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
イ
ク
メ
ン
ク
ラ
ブ
代
表
長
谷
川
潤
さ
ん
も

加
わ
り
、主
に
お
父
さ
ん
を
中
心
に
、本
読
み
子
育
て
に
つ
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
。お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、子
育
て
や
絵
本
に
関
心
の

あ
る
人
も
ぜ
ひ
、参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ウ
ル
ト
ラ
パ
パ
の
絵
本
と
子
育
て

◆
日
時

１
月
24
日
㈰　
午
前
10
時
～
正
午

◆
場
所

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

大
人
50
人（
託
児
あ
り
）

お
父
さ
ん
の
た
め
の
読
み
聞
か
せ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

※
い
ず
れ
も
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

●
申
込
受
付

１
月
６
日
㈬
か
ら
図
書
館
で
受
け
付
け
ま
す
。

（
電
話
で
の
申
し
込
み
も
可
能
で
す
。）

申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
図
書
館　
☎
�
８
２
８
２



①
大
型
炊
き
出
し
器

「
ま
か
な
い
く
ん
」　
３
台

（
炊
き
出
し
器
用
の
灯
油

バ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
３
台
、Ｌ

Ｐ
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト

３
台
含
む
）

　

大
型
炊
き
出
し
器「
ま
か

な
い
く
ん
」は
、専
用
の
灯
油

バ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
や
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
バ
ー
ナ
ー
セ
ッ
ト
を
使
い
、

短
時
間
で
大
量
の
湯
を
沸
か

す
こ
と
が
で
き
、１
台
で
約

３
０
０
人
分
の
お
に
ぎ
り
や

汁
物
を
炊
き
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

②
折
り
畳
み
式
リ
ヤ
カ
ー  

１
台

　

折
り
畳
み
式
リ
ヤ
カ
ー
は

ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
仕
様
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
資
機
材
を
運
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
購
入
し
た
資
機
材
は
、

自
主
防
災
会
の
訓
練
や
実
際

の
災
害
時
に
も
使
用
で
き
る

よ
う
に
市
防
災
セ
ン
タ
ー
の

倉
庫
に
保
管
し
て
い
ま
す
。

　
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
、宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
と
し
て
、集
会
施
設
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
備
品
の
整
備
、安
全

な
地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
、活
力
の
あ
る
商
店
街
づ
く

り
や
地
域
の
国
際
化
の
推
進
及
び

地
域
文
化
へ
の
支
援
等
に
対
し
て

助
成
を
行
い
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実・
強
化
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、地
域
社
会
の
健
全

な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄

与
す
る
た
め
の
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

防
災
危
機
管
理
室

☎
�
８
１
１
８

⓭

宝くじ助成金で防災資機材を購入しました
　
尾
鷲
市
自
主
防
災
会
連
絡
協
議
会
が
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
を
利
用
し
て
防
災
資
機
材
を
購
入
し
ま
し
た
。コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業

厄
落
と
し
、長
寿
の
お
祝
い
は

寿
文
庫
へ
！

  

市
立
図
書
館
の
寿
文
庫
運
営

委
員
会
は
、厄
年
の
ま
き
銭
の

廃
止
や
厄
祝
い
を
簡
素
化
し
、

そ
の
経
費
で
、図
書
館
の
図
書

購
入
費
を
支
援
し
よ
う
と
昭
和

41
年
に
発
足
し
、今
年
で
51
年

目
を
迎
え
ま
す
。　

　
委
員
会
で
は
昨
年
の
50
年
目
を

機
に
、『
厄
落
と
し
、長
寿
の
お
祝

い
は
寿
文
庫
へ
』を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
と
し
、長
寿
の
祝
い
年
の

皆
さ
ん
へ
寄
付
も
呼
び
か
け
る
こ

と
に
な
り
、ポ
ス
タ
ー
も
一
新
し

ま
し
た
。

　
過
去
50
年
間
で
、約
５
、９
５
０

人
の
厄
年
の
皆
さ
ん
か
ら
、お
よ

そ
２
、１
６
０
万
円
の
寄
付
が
あ

り
、約
１
１
、６
０
０
冊
の
図
書
を

購
入
し
、「
寿
文
庫
」と
し
て
活
用

し
て
い
ま
す
。

  

今
年
も
こ
の
運
動
へ
の
ご
協
力

と
、寿
文
庫
へ
の
寄
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

１
月
５
日
㈫
～
３
月
12
日
㈯

◆
受
付
場
所　

図
書
館

※
な
お
、初
午（
２
月
６
日
）

の
頃
に
は
市
内
の
尾
鷲
神

社
、金
剛
寺
、妙
長
寺
、常

聲
寺
、
祐
専
寺
、
光
圓
寺

の
各
寺
社
に「
寿
文
庫
協

力
箱
」を
設
置
す
る
予
定

で
す
。

ぜ
ひ
、ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
図
書
館

　
☎
�
８
２
８
２
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尾鷲市子ども会育成会連絡協議会 子どもニュースポーツ大会

おわせ海・山ツーデーウォーク
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満１歳のお子さまの写真を随時募集しています !（誕生月と掲載月が異なる場合も掲載できます）
写真にお子さまの名前（よみがな）・保護者の住所・氏名・電話番号・コメントを添えて秘書広報係まで申し込みください。

冨
とみなが

永 彩
あ や と

斗くん
（小川東町、父・賢司 母・千穂）

12/15㈫  賀田町でココカラ健康ウォーキングが行われまし
た。この日は、市自治会連合会「歩こう会」も参加して、自然と
景色を満喫し、心も体もリフレッシュしていました。

12/13 ㈰ kodoCup 中学生選抜女子バスケットボール
大会が、東紀州くろしお学園体育館で開催されました。
白熱したボールの取り合いが印象的でした。

12/ ８㈫ 市営グラウンドで、市老人クラブ連合会グラウ
ンドゴルフ大会が行われました。体を動かしやすい暖か
さで、とても楽しそうな笑顔を見ることができました。

わが家の小さなかいじゅう♡
つみき遊びは こわし専門で
す☆

野
の な か

中 麻
ま お

央ちゃん
（中川、父・貴央 母・瞳）

12/13 ㈰ アクアステーションで「海洋深層水を使ったパ
ン作り体験教室」が行われました。シュトーレンというク
リスマス時期にぴったりの、甘くておいしいパンでした。

耳かき＆お風呂大好き♥
とにかく元気なあやとです♪

北
きたむら

村 乙
お と か

華ちゃん
（光ヶ丘、父・ 雅一 母・奈沙）

家族がメロメロ♡
姫おとちゃん

東
ひがし

 優
ゆ う か

樺ちゃん
（南陽町、父・徳和 母・愛）

食べる事の大好きな うーや
ん。笑顔いっぱい 優しい子
に育ってネ。



　
昨
年
は
、夏
か
ら
南
伊
勢
町
近

辺
の
沿
岸
で
ク
ロ
サ
バ
フ
グ
が

居
着
い
て
お
り
、釣
り
を
し
て
い

る
と
道
糸
を
切
ら
れ
て
仕
掛
け

を
全
損
す
る
こ
と
が
し
ば
し
ば

起
こ
り
ま
し
た
。夏
に
10
㎝
程
度

だ
っ
た
の
が
12
月
で
は
25
㎝
程

度
に
、急
成
長
し
て
い
ま
す
。こ

ん
な
多
い
年
は
な
い
と
延
縄
を

す
る
漁
師
さ
ん
も
嘆
い
て
い
ま

し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で「
サ

バ
フ
グ
」、「
大
量
発
生
」の
キ
ー

ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、ど
う
や

ら
他
の
海
域
に
お
い
て
も
大
量

発
生
し
、釣
り
人
を
困
ら
せ
て
い

る
よ
う
で
す
。

　
サ
バ
フ
グ
は
か
つ
て
一
種
と
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、現
在
は
シ
ロ

サ
バ
フ
グ
、ク
ロ
サ
バ
フ
グ
、
ド

ク
サ
バ
フ
グ
の
３
種
に
分
類
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
シ
ロ
サ
バ
フ
グ
は
無
毒
、ク
ロ

サ
バ
フ
グ
は
、日
本
近
海
産
は
無

毒
で
、南
シ
ナ
海
産
は
筋
肉
が
弱

毒
、卵
巣
、肝
臓
は
猛
毒
と
さ
れ
、

ド
ク
サ
バ
フ
グ
は
内
臓
、筋
肉
に

強
い
毒
が
あ
り
ま
す
。シ
ロ
サ
バ

フ
グ
は
体
色
が
白
っ
ぽ
く
、尾
ビ

レ
は
弓
な
り
に
湾
入
し
て
お
り
、

下
半
分
が
灰
色
、
ク
ロ
サ
バ
フ
グ

は
体
色
が
黒
っ
ぽ
く
、尾
ビ
レ
は

真
ん
中
が
出
て
い
て
上
下
が
小
さ

く
弓
な
り
に
湾
入
し
、上
下
の
端

が
は
っ
き
り
と
白
い
の
が
特
徴
で

す
。ま
た
、シ
ロ
サ
バ
フ
グ
、ク
ロ

サ
バ
フ
グ
は
背
中
に
あ
る
小
さ
な

棘
が
、頭
の
方
か
ら
背
中
の
途
中

で
止
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、ド

ク
サ
バ
フ
グ
で
は
頭
か
ら
背
ビ
レ

あ
た
り
に
ま
で
達
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
体
色
や
鰭
の
形
は

個
体
差
が
激
し
い
た
め
、見
分
け

る
の
は
大
変
難
し
い
で
す
。フ
グ

の
食
中
毒
死
は
家
庭
調
理
、特
に

釣
り
に
関
係
し
て
い
る
事
例
が
多

い
た
め
、厚
生
労
働
省
や
各
都
道

府
県
が
素
人
の
自
家
調
理
防
止
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

　

今
秋
、県
教
育
委
員
会
は
、平

成
26
年
度
の
県
下
小
中
学
校
に
お

け
る
不
登
校
状
況
の
調
査
結
果
を

発
表
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、や

や
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
不
登
校
児

童
生
徒
数
が
、昨
年
度
に
引
き
続

き
増
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

中
学
校
で
は
前
年
度
に
比
べ

１
１
１
人
増
加
し
、小
学
校
で
33

人
減
少
し
た
も
の
の
、全
体
で
不

登
校
児
童
生
徒
数
は
１
、９
０
３

人（
小
学
校
４
５
６
人
、中
学
校

１
、４
４
７
人
）、学
年
別
で
は
、

中
学
３
年
生
が
５
８
０
人
で
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
の
主
な
理
由
と
し

て
、不
安
や
無
気
力
感
、友
人
や

親
子
関
係
の
問
題
な
ど
様
々
な
理

由
が
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
不
登
校
は
、誰
に
で
も
起
こ
り

得
る
問
題
で
、友
人
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
や
い
じ
め
、教
師
と
の
関

係
、転
校
や
ク
ラ
ス
替
え
に
伴
う

不
適
応
、学
習
や
受
験
の
ス
ト
レ

ス
、両
親
の
不
和
や
親
子
関
係
の

問
題
な
ど
、様
々
な
要
因
が
絡
み

合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
は
、何
か
不
安
に
思
っ

て
い
て
、何
ら
か
の
具
体
的
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
望
ん
で
い
る
場
合
が

多
い
そ
う
で
す
。

●
朝
に
な
る
と
体
調
が
悪
い
。

　
（
頭
痛
や
腹
痛
、発
熱
な
ど
）

●
友
人
と
う
ま
く
い
か
な
い
。

　

お
子
さ
ん
に
、少
し
で
も
変

わ
っ
た
様
子
が
見
ら
れ
た
ら
、ご

家
庭
で
悩
ま
ず
、す
ぐ
に
、学
校

や
尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
心
の
発
達
の
専
門
家
で
あ
る
臨

床
心
理
士
や
県
教
育
委
員
会
の
教

育
相
談
員
を
招
き
、個
別
相
談
会

を
行
い
ま
す
。

　
心
配
な
こ
と
、不
安
に
思
う
こ

と
、な
か
な
か
人
に
聞
け
な
い
こ

と
な
ど
、一
人
で
悩
ま
ず
、ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
ご
安

心
く
だ
さ
い
。

●
日
時

１
月
29
日
㈮

午
前
11
時
～
午
後
５
時

●
場
所

中
央
公
民
館

●
内
容

臨
床
心
理
士
に
よ
る
個
別
相

談（
１
人
50
分
間
）

●
対
象

本
人（
小
学
生
～
高
校
生
）、

父
母
、祖
父
母
、近
親
者
、教

職
員
な
ど
子
育
て
に
関
わ
っ

て
い
る
人

●
受
付

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
お
さ
ぎ
教
室

　
　
☎
�
４
４
３
３

ク
ロ
サ
バ
フ
グ

き

ょ

う

い

く

あ

れ

こ

れ

学
校
に
行
か
な
い

学
校
に
行
き
た
く
て
も

行
け
な
い

～
不
登
校
の
現
状
と
対
応
～

現
状

不
登
校
と
き
っ
か
け

尾
鷲
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー

無
料
教
育
相
談
会

中学校小学校
H22 H23 H24 H25 H26
350 353 391 489 456

1481 1453 1356 1336 1447

不登校児童生徒の推移（人）

⓰
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大
腸
が
ん
の
発
症
率
は
年
々
増

加
傾
向
に
あ
り
、お
よ
そ
男
性
の

11
人
に
１
人
、女
性
の
14
人
に
１

人
が
一
生
の
う
ち
に
大
腸
が
ん
と

診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
要
因
は
生
活
習
慣
に
お
け

る
運
動
不
足
、野
菜
や
果
物
の
摂

取
不
足
、肥
満
、飲
酒
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
を
吸
う
人
は
大
腸
が

ん
で
の
死
亡
率
が
、吸
わ
な
い
人

の
お
よ
そ
１・
25
倍
高
く
な
る
と

い
う
報
告
が
出
て
い
ま
す
。周
り

の
人
に
も
吸
わ
せ
な
い（
受
動
喫

煙
）こ
と
が
大
切
で
す
。

　

動
物
性
脂
肪
の
多
い
食
事
は

大
腸
が
ん
を
発
症
さ
せ
る
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。動
物
性
脂
肪
を
減
ら
し
、食

物
繊
維
の
多
い
野
菜（
緑
黄
色
野

菜
）を
し
っ
か
り
取
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

　

毎
日
60
分
程
度
の
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
な
ど
定
期
的
な
運
動
の
継

続
が
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
福
祉
保
健
課
で
は
、楽
し
み
な

が
ら
健
康
ウ
ォ
ー
ク
が
で
き
る

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　
大
腸
が
ん
は
早
期
の
う
ち
に
治

療
す
れ
ば
90
％
以
上
が
治
癒
し
ま

す
。ま
た
、早
期
に
発
見
す
れ
ば
、

多
く
の
場
合
、負
担
の
少
な
い
内

視
鏡
で
の
手
術
で
治
療
が
可
能
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
血
便
が
で
た
ら
」と
か「
異

常
を
感
じ
た
ら
」病
院
に
行
こ
う

と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
大
腸
が
ん
は
、早
期
に
は
自
覚

症
状
が
な
い
の
で
、「
異
常
を
感

じ
た
ら
」で
は
な
く
、症
状
が
な

い
時
か
ら
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

大
腸
が
ん
検
診
は
目
に
見
え

な
い
程
の
血
液
が
便
に
ま
ざ
っ

て
い
な
い
か
調
べ
る
検
査（
便
潜

血
反
応
）で
、２
日
分
の
便
を
採

取
し
て
も
ら
う
だ
け
の
簡
単
な

検
査
で
す
。

　
市
が
行
う
大
腸
が
ん
検
診（
便

検
査
）は
自
己
負
担
金
３
０
０
円

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、40
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の

５
歳
刻
み
の
年
齢
の
人
に
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
、受
診
を

勧
め
て
い
ま
す
。

◆
申
込
期
間

１
月
14
日
㈭
～
２
月
12
日
㈮

◆
申
込
先

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
、各
地

区
セ
ン
タ
ー
、三
木
浦
町
内

会（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン

タ
ー
で
も
巡
回
受
付
を
行
い

ま
す
。）

※
検
診
日
程
な
ど
は
、本
紙
19

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係

☎
�
３
８
７
１

 

大
腸
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

み
ん
な
で
健
康
づ
く
り

増
え
て
い
る
大
腸
が
ん

大
腸
が
ん
予
防
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
禁
煙・
食
事・
運
動・
検

診
で
す

早
く
見
つ
け
て
、早
く
治
す

こ
と
が
大
切
で
す

　
第
29
回
尾
鷲
磯
釣
大
会
が
、１

月
９
日
㈯
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　
市
内
の
各
磯（
須
賀
利・
尾
鷲・

九
鬼・早
田・三
木
浦・三
木
里・賀

田・梶
賀
）で
行
わ
れ
る
大
会
で
、　

Ⅰ
部・Ⅱ
部・Ⅲ
部
総
合
グ
レ
の
部

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

　
期
間
中
の
１
匹
長
寸
に
よ
り
判

定
さ
れ
、期
間
中
で
あ
れ
ば
、参

加
回
数
は
自
由
で
す
。

　

対
象
魚
は
グ
レ
、チ
ヌ
な
ど
、

各
部
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の

で
、大
会
要
項
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、表
彰
式
当
日
は
、

大
会
参
加
者
に
抽
選
で
伊
勢
エ
ビ

が
当
た
る
ラ
ッ
キ
ー
賞
な
ど
も
あ

り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
、尾
鷲
磯
釣

大
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
部
門・期
間

Ⅰ
部１

月
９
日
㈯
～
２
月
７
日
㈰

Ⅱ
部２

月
21
日
㈰　

Ⅲ
部総

合
グ
レ
の
部（
Ⅰ
部・
Ⅱ

部
の
各
１
匹
長
寸
の
合
算
）

◆
参
加
費

無
料

※
た
だ
し
、渡
船
代
・
エ
サ
代

は
各
自
負
担

◆
参
加
渡
船

あ
ら
丸
渡
船・
大
ち
ゃ
ん
渡
船

･

柴
山
渡
船･

藤
尾
渡
船･

宮

城
野
渡
船･

ゆ
き
丸
渡
船・
川

端
渡
船・
黒
潮
マ
リ
ン
ク
ラ

ブ・
ま
さ
は
る
屋・
榎
本
渡
船・

勝
三
屋
渡
船・誠
丸

◆
賞各

部
門
毎
に
一
人
１
賞

※
Ⅲ
部
総
合
グ
レ
の
部
は
、

Ⅰ
部（
45
㎝
以
上
）と
Ⅱ
部

（
制
限
無
し
）各
々
の
１
匹

長
寸
を
合
算
し
た
数
値
で

判
定
し
ま
す
。

◆
申
込
方
法

　

協
賛
エ
サ
店
で
審
査
カ
ー

ド
を
受
け
取
り
、各
自
参
加
渡

船
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
大
会
要
項
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ

尾
鷲
市
観
光
釣
協
会
事
務
局

　
（
水
産
商
工
食
の
ま
ち
課
内
）

☎
�
８
２
２
３

尾鷲磯釣大会

が
ん
ば
ん
り
ょ
る

コ
ー
ナ
ー

第29回

早
期
の
大
腸
が
ん
は
、
ほ

と
ん
ど
自
覚
症
状
が
あ
り

ま
せ
ん

大
腸
が
ん
検
診
は
、
自
宅

で
簡
単
に
で
き
る
便
検
査

で
す

１
月
か
ら
大
腸
が
ん
検
診

が
始
ま
り
ま
す



熊 野 古 道 セ ン タ ー お問い合わせ　熊野古道センター　☎�２６６６
ホームページ  http://www.kumanokodocenter.com/

　毎週日曜日は、申込不要で参加できる「その場でできる体験教室」（午後 1 時～3 時受付、メニュー週替わり）を
開催しています。
１月の予定：３日（鍋敷きづくり）・10 日（はしづくり）・17 日（紙飛行機）・24 日（ヒノキのおもちゃ）

※都合により変更する場合があります。

◎特別展「海山郷土資料館 館蔵品展」
　郷土の歴史と暮らしを伝える「海山郷土資料館」
で所蔵されている資料を展示します。
◇期　間　～平成 28 年１月 31 日㈰

午前 10 時～午後 5 時
※ 12 月 31 日、１月１日休館

◇入場料　無料

◎企画展「御
み は ま や き

浜窯の魅力」
　昭和 34 年頃から御浜町神木で作られていた陶器

「御浜窯」の歴史と、作品を通して御浜窯の魅力を紹介
します。
◇日　時　～平成 28 年２月 14 日㈰

午前 9 時～午後 5 時
※ 12 月 31 日、1 月 1 日休館

◇入場料　無料

こころの悩みや不調を抱えていませんか。保健師による「こころの健康相談」
を行っています。お気軽に下記までお問い合わせください。こころの健康相談

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１
【相談内容】こころの健康についての相談
【日時・場所】ご相談に応じます。※電話でも相談できます。

◎ K
コ コ
oko（心）K

カ ラ
ara（体）健康ウォーキングデー

コース 日時 集合場所など

市街地コース　約５㎞
１月 29 日㈮
午前９時 15分～正午

集合場所　福祉保健センター
受付時間　午前９時 15 分～９時 30 分

【持ち物】お茶、タオル、健康 HAPPY ポイント手帳
※必ず、事前に下記まで電話か直接申し込みしてください。
※申し込み受付は１月６日㈬からです。（平日の午前８時 30 分～午後５時 15 分）
※参加費無料　※雨天の場合中止。

申込・お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

◎ロビー展「まちかど博物館展」
　東紀州の文化や風土から生まれ、地域が育んだ『ま
ちかど博物館』を紹介し、まちかど博物館に展示して
ある個人の貴重なコレクションや優れた手仕事など
の品々を一堂に展示します。
◇期　間　１月 23 日㈯ ～31 日㈰

午前９時～午後５時
◇入場料　無料

◎熊野古道センター映画祭「 第三の男 」
　第二次世界大戦直後のオーストリアを舞台に描か
れたモノクロのサスペンス映画「第三の男」を上映し
ます。（上映の他、解説・座談会もあります。）
◇日　時　１月 16 日㈯

午後１時 30 分～４時（開場 午後１時）
◇定　員　80 人（要申込、先着順）
◇入場料　無料
◇解　説　田中忍さん

（三重映画フェスティバル実行委員会）

◎高野山開創 1200 年記念 紀伊山地の豊かさと
信仰を探る連続講演会 第２回 乾仁志講演会

「密教の深層と曼荼羅世界」
　高野山大学文学部の乾仁志教授を招いて、弘法大
師空海が説いた真言密教と曼荼羅とはどのようなも
のかをご講演いただきます。
◇日　時　２月７日㈰　午後１時 30 分～３時
◇定　員　80 人（要申込、先着順）
◇入場料　無料

※１月７日㈭から申込受付開始

◎三重県立熊野古道センター開館 9 周年記念
ドゥ・マルシェ + １コンサート

～バイオリンとアコーディオンの調べ～
　ヴァイオリンとアコーディオンからなる 2 人組の
音楽ユニット『ドゥ・マルシェ』とパーカッション奏
者の継田和広さんの３人による躍動感溢れるタンゴ
の世界をお楽しみください。
◇日　時　２月 11 日㈭ ㈷　午後１時 30 分～３時
◇定　員　200 人（先着順、要チケット）
◇入場料　500 円

※１月 11 日㈪からチケット販売開始

⓲



⓳

当 番 医

当 番 薬 局

時間は原則として午前９時〜午後５時
救急医療情報システムは☎�１１９９
◎ 変更する場合もあります。
◎ 紀北医師会
　 http://www.kihoku-med.or.jp/

　各診療所での休日診療は、原則、第１・
３・５日曜日です。なお尾鷲総合病院で
は、すべての休日に紀北医師会の当番医
が一次診療を行っています。

月　日 医　院　名 電　話

１/17 長野内科小児科 �８５０１

１/31 西 村 整 形 外 科 �３２１０

月　日 薬　局　名　
１/ １ イシブチ薬局古戸センター※
１/ ２ く ろ だ 薬 局 病 院 前 ※
１/ ３ 紀北調剤薬局病院前店 ※
１/10 く ろ だ 薬 局 病 院 前
１/11 く ろ だ 薬 局 病 院 前
１/17 く ろ だ 薬 局 病 院 前
１/24 く ろ だ 薬 局 病 院 前
１/31 く ろ だ 薬 局 病 院 前

午前９時～午後５時
※ 午前９時～午後６時

休日の急病はこちら

配
布
先　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

完
歩
達
成
者（
※
順
不
同　
敬
称
略
）

箱
根
Ｏ
Ｐ
６　
世
古 

將

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
４

川
口
洋
司
、谷
口
勇
吉
、川
口
孝
子

奥
の
細
道
Ｏ
Ｐ
３　
山
本
恵
美

北
海
道
横
断
Ｏ
Ｐ
１

伊
藤
登
美
子
、谷
口
須
美
子
、中
西
絹
子

⑮
東
北
～
盛
岡
～
秋
田
編

西
村
美
保
、小
川
雅
士

⑭
北
海
道
～
札
幌
～
函
館
編　
川
上
博
康

⑬
北
海
道
～
北
見
～
札
幌
編　
山
田
房
子

⑫
北
海
道
～
稚
内
～
北
見
編

小
川
裕
也
、大
藤
和
子

⑪
九
州
熊
本
～
門
司
編　
中
川
啓
子
、小
川

悦
子
、中
川
哲
雄
、原 

み
さ
こ

⑩
九
州
志
布
志
～
熊
本
編

奥
村 

瞳
、山
根
温
子

⑧
伊
予・讃
岐
の
国
編　
中
村
久
美
子

⑥
阿
波
の
国
編　
川
口
千
佳
子

⑤
周
防
灘
編

田
村 

勝
、大
川
眞
子
、榎
本
洋
子

④
瀬
戸
内
編　
世
古
ゑ
ち
子

③
奈
良・京
都　
下
地
い
づ
ほ
、木
村
盛
明
、

小
川
く
に
よ
、三
鬼
征
子
、三
鬼
眞
次

②
東
海
道
編　
大
川
祐
太
加
、内
山
美
智
子

お
問
い
合
わ
せ

　
　
健
康
長
寿
推
進
係　
☎
�
３
８
７
１

「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩

の
旅
」で
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
よ
り
楽
し
み
な
が
ら
続

け
ら
れ
る「
て
く
て
く
ウ
ォ
ー
ク
60
万
歩
の

旅
」マ
ッ
プ
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆子宮頸部・体部がん検診は、下記の医療機関で随時、受診することが
できます。

尾鷲総合病院 ☎� 3111、上田医院 ☎� 1329
海山レディースクリニック ☎� 0888

◆申込先  健康長寿推進係 ☎� 3871
九鬼センター ☎� 2004、南輪内センター ☎� 2004

　　　　　　　　　お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１

乳がん・子宮頸がん検診（自己負担金があります）

実施日 乳がん受付 子宮頸がん受付 場所 定員

１月26日㈫
※申込受付は

1 月 7 日㈭
からです。

９:30 ～
10:30 なし 福祉保健

センター 乳がん40人

13:20 ～
13:40

13:20 ～
13:40

九鬼コミュニ
ティーセンター 乳がん 40 人

子宮頸がん
80 人14:40 ～

15:00
14:40 ～

15:00
古江コミュニ
ティーセンター

大腸がん検診
◆実 施 期 間　1 月 14 日㈭ ～２月 12 日㈮（土・日曜日・祝日を除く）
◆場 所　福祉保健センター・各センター（出張所）・三木浦町内会
◆自己負担金　300 円　※生活保護世帯は無料です。（要申告）
※上記以外の日程は下表のとおりです。

配布日時 場所 回収日時

１月 12 日㈫ 9:30 ～
10:00

早 田 コ ミ ュ ニ
ティーセンター 2 月 3 日㈬ 9:30 ～

9:45

１月 19 日㈫

9:30 ～
10:30

賀 田 コ ミ ュ ニ
ティーセンター １月 26 日㈫

15:10 ～
15:20

13:40 ～
14:10

古 江 コ ミ ュ ニ
ティーセンター

15:00 ～
15:20

14:30 ～
14:50

梶 賀 コ ミ ュ ニ
ティーセンター ２月 3 日㈬ 10:30 ～

10:45

１月 20 日㈬

10:00 ～
10:15

行 野 コ ミ ュ ニ
ティーセンター

２月４日㈭

9:15 ～
9:30

10:20 ～
10:35

大曽根コミュニ
ティーセンター

9:35 ～
9:50

10:40 ～
11:00

向 井 コ ミ ュ ニ
ティーセンター

9:55 ～
10:10

お問い合わせ　健康長寿推進係　☎�３８７１
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第
58
回
尾
鷲
市
成
人
式
を
、左

記
日
程
で
開
催
し
ま
す
。

　
市
内
に
住
民
登
録
の
な
い
新
成

人
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、生
涯

学
習
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

１
月
10
日
㈰

◆
受
付

午
前
９
時
30
分
～
10
時
20
分

◆
式
典

午
前
10
時
30
分
～
正
午

◆
場
所

尾
鷲
市
民
文
化
会
館

（
せ
ぎ
や
ま
ホ
ー
ル
）

お
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課　
☎
�
８
２
９
３

◎
人
権
相
談

　
15
日
㈮　
午
前
10
時
～
正
午

　
川
上
輝
佐
子　
人
権
擁
護
委
員

◎
司
法
書
士
相
談

　
19
日
㈫　
午
前
10
時
～
正
午

　
中
瀬
幸
志　
司
法
書
士

◎
無
料
法
律
相
談（
要
予
約
）

　
20
日
㈬

午
後
１
時
30
分
～
６
時

　
原 

健
冶　
弁
護
士

◎
行
政
相
談

　
27
日
㈬　
午
前
10
時
～
正
午

　
小
倉
正
義　
行
政
相
談
委
員

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

☎
�
８
２
５
０

◎
児
童
相
談・女
性
相
談

　
12
日
㈫

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
福
祉
保
健
課

　
☎
�
８
２
０
１

◎
三
重
大
学
連
携
室
相
談

20
日
㈬

　
午
前
10
時
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時

　
※
前
日
午
後
１
時
ま
で
に
予
約

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
相
談
日
は
変
更
す
る
場
合
が

　
　
あ
り
ま
す
。

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
市
長
公
室　

☎
�
８
１
３
４

　

27
年
度
分
市
指
定
ご
み
袋
手

数
料
の
減
免
対
象
世
帯（
広
報
お

わ
せ
平
成
27
年
５
月
号
に
掲
載
）

で
、申
請
を
し
て
い
な
い
人
は
、

早
め
に
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
対
象
世
帯
な
ど
、詳
し

い
こ
と
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　
申
請・お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

　
電
動
生
ご
み
処
理
機・
生
ご
み

処
理
容
器
を
購
入
す
る
場
合
は
、

補
助
制
度
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
の
で
、環
境
課
へ
購
入
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
補
助
内
容

購
入
費
の
半
額
、た
だ
し
、電

動
生
ご
み
処
理
機
は
１
世
帯

あ
た
り
１
機
と
し
、上
限
３
万

円
、生
ご
み
処
理
容
器
は
１
世

帯
あ
た
り
２
基
ま
で
と
し
、２

基
に
対
し
て
合
計
３
千
円
を

上
限
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

　
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ

環
境
課　
☎
�
８
２
５
１

　
寒
い
冬
、動
き
に
く
く
な
っ
た

体
を
有
酸
素
運
動
で
シ
ェ
イ
プ

ア
ッ
プ
し
ま
し
ょ
う
！

◆
日
時

１
月
16
日
㈯（
第
１
回
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

全
６
回

１
月
16
日・
30
日
、２
月
６

日・20
日
、３
月
12
日・26
日

◆
場
所

矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

◆
定
員

20
人

◆
参
加
費

５
０
０
円（
全
６
回
分
）

◆
持
ち
物

ヨ
ガ
マ
ッ
ト・上
靴・水
分
等

　
申
込・お
問
い
合
わ
せ

　
矢
浜
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

☎
�
６
３
６
７

有
料
広
告
欄

広告を掲載しませんか？
「広報おわせ」に掲載希望の広告を募集します。
３月号の締め切りは、１月 21 日㈭です。
大きさ １枠　縦 50㎜×横 80㎜ 詳しくは、

お 問 い 合 わ せ
ください。

市長公室
☎�８１３２

掲載料
１枠につき月額
市内業者　１０，０００円
市外業者　１５，０００円

国民健康保険税８期、後期高齢者保険料７期の納期限は２月１日㈪です。
　　税務課　☎�８１７３

平成 26 年度四季の尾鷲フォトコンテスト冬部門最優
秀賞作品「エビ網漁の人達」宮原義人さん撮影

市
指
定
ご
み
袋
手
数

料
の
減
免
申
請

お
し
ら
せ

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

開
催

電
動
生
ご
み
処
理
機・生

ご
み
処
理
容
器
の
購
入

補
助
制
度

市
民
相
談

尾
鷲
市
成
人
式

kousitsu25
タイプライターテキスト

kousitsu25
タイプライターテキスト



㉑

　
入
院
な
ど
の
諸
事
情
で
、一
時

的
に
水
道
を
使
用
し
な
い
期
間
が

あ
る
場
合
は
、水
道
部
へ
連
絡
す

る
こ
と
で
一
時
中
止
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
な
お
、水
道
を
使
用
し
て
い
な

く
て
も
、一
時
中
止
の
連
絡
が
な

い
場
合
は
、基
本
料
金
を
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、使
用
を
再
開
さ
れ
る
場

合
は
、水
道
部
へ
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

水
道
部　
☎
�
８
２
７
２

　

　
紀
北
地
域
で
就
職
を
考
え
て
い

る
人
と
、地
元
事
業
者
と
の
出
会

い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的

に
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

１
月
12
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
３
時

◆
場
所

東
長
島
公
民
館

◆
対
象
者

紀
北
地
域
に
就
職
希
望
の
人

紀
北
地
域
へ
Ｕ・
Ｉ
タ
ー
ン
希

望
の
人

大
学・短
大
等
卒
業
予
定
の
人

◆
参
加
企
業

尾
鷲
市・
紀
北
町・
大
紀
町
錦

の
企
業
か
ら
10
社
参
加
予
定

お
問
い
合
わ
せ　

紀
北
雇
用
開
発
会
議

（
尾
鷲
公
共
職
業
安
定
所
）

☎
�
０
３
２
７

　
尾
鷲
保
健
所
で
は
、こ
こ
ろ
の

健
康
に
関
す
る
悩
み
を
持
つ
人
や

ご
家
族
を
対
象
に
、精
神
科
医
師

に
よ
る「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
安
心

し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

２
月
12
日
㈮

午
後
２
時
～
４
時
30
分

◆
場
所

紀
北
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

紀
北
町
海
山
区
相
賀４

８
８
‐
１

◆
内
容

精
神
科
医
療
相
談（
熊
野
病

院・
尾
鷲
診
療
所　
大
谷
英
行　

医
師
）

１
人　
30
分
～
45
分
程
度

◆
対
象

本
人
及
び
家
族（
た
だ
し
、現

在
精
神
科
で
通
院
治
療
さ
れ

て
い
な
い
人
）、地
域
関
係
者
、

行
政
担
当
職
員
等

◆
申
込
方
法

　

事
前
に
電
話
予
約
が
必
要

で
す
。

　
２
月
３
日
㈬
ま
で
に
、尾
鷲

保
健
所
ま
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
順
と
な
り
ま
す

の
で
、申
し
込
み
多
数
の
場

合
は
お
断
り
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。予
め
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

◆
相
談
料

無
料

お
問
い
合
わ
せ

　
尾
鷲
保
健
所
保
健
衛
生
室

☎
�
３
４
２
８

　
三
重
県
が
熊
野
灘
沖
合
に
整
備

し
た
浮
魚
礁
を
利
用
す
る
場
合
は

登
録
が
必
要
で
す
の
で
、事
前
に

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
28
年
度
利
用
受
付
期
間

２
月
１
日
㈪
～
２
月
29
日
㈪

※
詳
細
は
、左
記
の
と
こ
ろ
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

三
重
県
水
産
振
興
事
業
団
内

三
重
県
浮
魚
礁
利
用
調
整
協

議
会
事
務
局

☎
０
５
９・２
２
８・１
２
９
１　

　
税
務
署
の
電
話
相
談
窓
口「
電

話
相
談
セ
ン
タ
ー
」を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
利
用
方
法

①
尾
鷲
税
務
署

☎
�
２
２
２
２
へ
電
話
す
る

②
自
動
音
声
案
内
に
よ
り「
１
」

を
選
択
す
る
と
電
話
相
談
セ

ン
タ
ー
に
つ
な
が
り
ま
す
。

海の幸・山の幸！尾鷲の名産がお買い得 !!

次回２月６日㈯開催
※１月はお休みです。

午前８時 30 分～午後０時 30 分　尾鷲魚市場
お問い合わせ　尾鷲商工会議所　☎�２６１１
　　　　　　　水産商工食のまち課
出店者募集中 !! 詳しくは、お問い合わせを。

 

「三木浦こいやぁ」は １月16日㈯開催予定です。

　　老人クラブ１月の講座　老人クラブ連合会　☎�７９４１
講座名 日　　時 講座名 日　　時

カラオケさくら
お休み

コ ー ラ ス 27 日 午後１時 30 分～

カラオケたんぽぽ 民 謡 21 日 午前 10 時～

俳 句 18 日 午後１時 30 分～ 生 花 22 日 午前９時 30 分～

折 り 紙 26 日 午前９時 30 分～ 日 舞 15 日 午前 10 時～

書 道 20 日 午前９時 30 分～ 詩 吟 22 日 午後１時 30 分～

茶 道 19 日 正午～

し尿くみ取り日程

お問い合わせ
　クリンクルセンター 　 ☎�０６０５

須賀利　１月  ７日㈭  ～  ８日 ㈮
九　鬼　１月 12 日㈫  ～  14日 ㈭
早　田　１月 15 日㈮午前中
早　田　１月 18 日㈪
三木浦　１月 19 日㈫  ～  21日 ㈭
三木里　１月 25 日㈪  ～  28日 ㈭
梶　賀　１月 29 日㈮
古　江　２月  １日㈪  ～  ４日 ㈭
曽　根　２月  ５日㈮
賀　田　２月  ８日㈪  ～  12日 ㈮

税
務
署

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー

紀
北
地
域
就
職
面
接

会
を
開
催
し
ま
す

熊
野
灘
沖
合
浮
魚
礁

の
利
用
登
録

水
道
の
一
時
中
止
と

再
開
の
手
続
き

精
神
科
医
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談



新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
市
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ

て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。さ
て
、今
年
の

抱
負
は
も
う
決
め
ま
し
た
か
？
私

の
今
年
の
抱
負
は
健
康
第
一
を
心

掛
け
て
い
こ
う
か
と
思
い
ま
す
。食

生
活
に
お
い
て
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

を
考
え
た
り
、少
し
の
時
間
で
も
運

動
が
て
ら
我
が
家
の
犬
の
散
歩
に

行
く
な
ど
、少
し
ず
つ
改
善
し
て
い

き
健
康
な
身
体
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

年
が
明
け
、年
賀
状
を
郵
便
局

へ
出
し
に
行
く
と
、こ
れ
か
ら

出
す
宛
名
の
人
に
出
会
い
ま
し
た
。

「
そ
の
場
で
手
渡
す
」か「
投
函
す

る
」か
悩
み
ま
し
た
。結
局
、市
外
の

ポ
ス
ト
か
ら
投
函
す
る
こ
と
に
。

《
一
般
図
書
》

・
ウ
ォ
ー
ク・イ
ン・ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト　
　
綿わ

た
や矢　
り
さ　
著

　
二
編
か
ら
な
る
綿
矢
り
さ
の
二
年
ぶ
り
の
新
刊
。

　
郷
里
に
工
房
を
開
い
た
新
進
陶
芸
家
と
、彼
の
前

に
現
れ
た
女
ス
ト
ー
カ
ー
の
話
、「
い
な
か
、の
、す

と
ー
か
ー
」。28
歳
、洋
服
大
好
き
Ｏ
Ｌ
と
幼
な
じ

み
の
人
気
タ
レ
ン
ト
の
友
情
を
描
い
た「
ウ
ォ
ー

ク・イ
ン・ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
」。一
番
大
切
な
こ
と
っ

て
な
ん
だ
ろ
う・・・を
想
う
一
冊
で
す
。

・
オ
ト
ナ
女
子
の
不
調
を
な
く
す 

カ
ラ
ダ
に
い
い
こ
と
大
全

　
　
小こ

い
け池　

弘ひ
ろ
と人　

監
修

　
カ
ラ
ダ
が
不
調
な
時
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
肩
こ
り
や
首
こ
り
。頭
痛
も
あ
り
、毎
日
疲
れ

が
と
れ
な
い
と
感
じ
る
あ
な
た
に
オ
ス
ス
メ
の
一

冊
で
す
。自
分
ら
し
く
生
き
る
ヒ
ン
ト
、元
気
に

な
れ
る
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
ぁ
、カ
ラ
ダ
に
い
い
こ
と
始
め
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他

・
お
ひ
と
り
さ
ま
の
最さ

い
ご期 　
　
上う

え
の野　
千ち

づ

こ
鶴
子　
著

・
セ
ッ
タ
ー
思し

こ
う考　
　

 

竹た
け
し
た下　
佳
江　
著

《
児
童
図
書
》

・
白
を
つ
な
ぐ　
　
ま
は
ら　
三み

と桃　
著

　
こ
の
時
期
催
さ
れ
る
駅
伝
の
裏
に
は
、た
く
さ
ん

の
ド
ラ
マ
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
１
月
に
広
島
で
開

催
さ
れ
る
都
道
府
県
対
抗
男
子
駅
伝
の
、福
岡
代
表

チ
ー
ム
の
物
語
。中
学
生
か
ら
社
会
人
の
選
手
た
ち

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
胸
に
タ
ス
キ
を
つ
な
い
で

走
る
姿
に
き
っ
と
熱
く
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
の
他

・
お
も
ち　
　
石い

し
づ津　

ち
ひ
ろ　
文

・
音
楽
室
の
日
曜
日　
　
村む

ら
か
み上　

し
い
こ  
作

★
今
月
の
夜
間
観
望
会

８
日
㈮
～
９
日
㈯

す
ば
る・か
に
星
雲・オ
リ
オ
ン

座
大
星
雲

15
日
㈮
～
16
日
㈯

オ
リ
オ
ン
座
大
星
雲・リ
ゲ
ル・

す
ば
る・シ
リ
ウ
ス

22
日
㈮
～
23
日
㈯

満
月
前
の
月・ベ
テ
ル
ギ
ウ
ス・

シ
リ
ウ
ス

29
日
㈮
～
30
日
㈯

す
ば
る・
ぎ
ょ
し
ゃ
座
の
散
開

星
団

・
入
館
時
間　
午
後
７
時
～
９
時

・
夜
間
曇
雨
天
の
場
合
は
閉
館

★
昼
間
の
一
般
観
望

黒
点
や
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
等
、太
陽

の
表
面
を
観
望
し
ま
す
。

金・土・日
曜
日

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
入
館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

★
毎
月
第
三
日
曜
は
家
庭
の
日

で
入
館
料
は
無
料
で
す

★
81
㎝
大
望
遠
鏡
で
、７
惑
星
を

観
望
し
た
人
に
記
念
証
を
贈

呈
し
ま
す
。

◆
お
は
な
し
だ
っ
こ・自
由
参
加

・
日
時　
１
月
７
日
㈭

・
対
象

　
①
１
歳
児
以
上
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
②
０
歳
児
と
保
護
者

　
　
午
前
10
時
45
分
～
11
時
15
分

・
内
容　
赤
ち
ゃ
ん
絵
本
、わ
ら

　
　
　
　
べ
う
た
、指
遊
び
な
ど

　
※
兄
弟
で
の
参
加
は「
１
歳
児

以
上
」に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
お
は
な
し
の
時
間・自
由
参
加

・
日
時　
１
月
14・21・28
日
㈭

　
午
後
３
時
～
４
時

・
対
象   

幼
児
～
小
学
校
低
学
年

・
内
容　
紙
芝
居
・
絵
本
の
読
み

　
　
　
　
聞
か
せ
・
折
紙
ほ
か

◆
お
は
な
し
の
広
場・自
由
参
加

・
日
時　
１
月
９・23
日
㈯

　
午
前
11
時
～
正
午

・
対
象   

小
学
生

・
内
容　
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
、紙
芝

居
ほ
か

１
月
の
休
館
日

１
～
４・11・17・18・25・31
日

２
０
１
６（
平
成
２
８
年
）

１
月
号

発
行

日
　

平
成

２
８

年
１

月
１

日
編

集
者

　
尾

鷲
市

市
長

公
室

秘
書

広
報

係
〒

519-3696 三
重

県
尾

鷲
市

中
央

町
10

番
43

号
☎

0597-23-8132　
FAX0597-22-2111

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
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o.743
広
報

▲

防災行政無線の放送内容は、通話料無料のフリーダイヤル 0120-920-999 で聞くことができます !!

人　の　動　き
（11 月末現在）

　人　口 19,143 人　（前月比 - 42 ）
  　（男 8,899 人　女 10,244 人）

　世帯数 9,727 世帯  （前月比 - 28 ）
　転　入    22人　 　  転　出  35 人
　出　生　 ５人　　   死　亡  34 人

その他     0 人　  （住民基本台帳）

「広報おわせ」は、再生紙・植物油インキを使用しています。

お
わ
せ

今
月
の
お
す
す
め
図
書

天
文
科
学
館 

☎
�
０
５
２
５

図
書
館　
☎
�
８
２
８
２

編
集
後
記




